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一般国道３７５号 東広島・呉道路



道路建設事業の再評価項目調書 
 
事業名 一般国道３７５号 東広島

ひがしひろしま

・呉
くれ

道路 事業

区分
一般国道 事業 

主体 
国土交通省

中国地方整備局

起終点 自：広島県 呉
くれ

市 阿賀
あ が

中 央
ちゅうおう

 ５丁目 

 至：広島県 東広島
ひがしひろしま

市 高屋町溝口
たかやちょうみぞぐち

 

延長 
３２．８km 

事業概要  

 一般国道３７５号は、広島県呉
くれ

市から島根県大田
お お だ

市までを結ぶ延長約１９１kmの主要幹線道路である。

東広島
ひがしひろしま

・呉
くれ

道路は、広島県南部の中央に位置し、呉
くれ

市阿賀
あ が

中央
ちゅうおう

５丁目と東広島
ひがしひろしま

市高屋町溝口
たかやちょうみぞぐち

を結ぶ延長

32.8kmの高規格幹線道路である。 

事業目的は、交通混雑の緩和、交通安全の確保を行い、都市間の連携・交流の拡大、広域交通拠点との連

絡強化。 

Ｈ５年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ５年度用地着手 Ｈ７年度工事着手 

全体事業費 約1,925億円 事業進捗率 
（H28年度末見込） 83％ 供用済延長 32.8ｋｍ 

計画交通量   16,400～30,600台/日
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体) 基準年
(事業全体)  1.8 
 
(残事業)   6.1 

      395 / 2,301 億円
 事業費   ：314/2,161億円
 維持管理費：81/ 141億円 

  2,397  /  4,160億円 
 走行時間短縮便益：   2,083/3,446億円 
 走行費用減少便益：     210/  469億円 
 交通事故減少便益：     103/  245億円 

平成２５年 

感度分析の結果   
(事業全体) 交 通 量：B/C＝1.7～2.1(交 通 量±10％）      (残事業) 交 通 量：B/C＝5.2～7.2(交 通 量±10％）

事 業 費：B/C＝1.8～1.8(事 業 費±10％）          事 業 費：B/C＝5.6～6.6(事 業 費±10％）
事業期間：B/C＝1.7～1.9(事業期間±20％）          事業期間：B/C＝5.9～6.3(事業期間±20％）

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保 

・渋滞損失時間が削減され、更なる効果が見込まれる。 

・呉市から東広島駅（新幹線駅）への所要時間が 28 分短縮【79分→51 分】された。今後、更なるアクセス向

上が期待される。 
・呉駅から広島空港への所要時間が 35 分短縮【112 分→77 分】された。今後、更なるアクセス向上が期待され

る。 
②物流効率化の支援 

・東広島市から呉港（重要港湾）までの所要時間が 21 分短縮【91 分→70 分】された。今後、更なるアクセス

向上が期待される。 
③個性ある地域の形成 

・拠点開発プロジェクトを支援【広島中央サイエンスパークなど】 

・大和ミュージアム（H27 観光入込客数：約 99 万人）、グリーンピアせとうち（同約 11 万人）、呉市立美術

館（同約 5万人）へのアクセスが向上 
④安全で安心できるくらしの確保 

・第三次救急医療機関（呉医療センター）への所要時間が 6分短縮【44 分→38 分】された。今後、更なるアク

セス向上が期待される。 

⑤災害への備え 

・第 1次緊急輸送道路である一般国道 375 号の代替路線として機能する。 

⑥地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量の削減が期待される。 
⑦生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量の削減が期待される。 

・ＳＰＭ排出量の削減が期待される。 

⑧その他プロジェクトとの関係 

 ・第四次呉市長期総合計画において、近隣都市との連携・協働を図るための幹線道路として位置づけられてい

る。（平成 23 年 3 月、呉市） 
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・東広島市地域公共交通網形成計画おいて、市内外の連携を支える基盤として位置づけられている。（平成27
年6月、東広島市） 

関係する地方公共団体等の意見 

 東広島・呉道路は、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、呉市、

東広島市、竹原市、江田島市、熊野町の首長で構成される「東広島呉自動車道建設促進期成同盟会」により、

一層の建設促進について要望（平成２８年７月）を受けている。 

 

広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。 

一般国道 375 号東広島・呉道路は、平成２７年３月に暫定２車線にて全線開通し、空港アクセスの改善や物

流の効率化、沿線地域への進出による雇用拡大など、多くの整備効果が現れているものの、阿賀ＩＣ出入口付

近の先小倉交差点では流入する交通量が集中し、交通渋滞が拡大しており、本線の整備効果を最大限に発揮さ

せるため、阿賀ＩＣの立体交差化の整備が不可欠であると考えます。引き続きコストの縮減に努めながら、早

期完成に向け、確実に整備を進めていただきたい。 

 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・ 国道 375 号の呉市～東広島市にかけての沿線は、広島中央テクノポリス地域に指定されて以来、企業立地数

が増加するなど開発が進んでいる。 

・ これまでの供用により、国道 375 号の渋滞は解消されたが、阿賀 IC が接続する先小倉交差点では渋滞が残存

している。 

・ H24.4 部分供用による広島空港へのアクセス性が向上したことで、廃止されていた空港高速バスが再開してい

る。 

事業の進捗状況、残事業の内容等 
 平成 28 年度末見込みで事業全体の進捗率は８３％となる見込みである。 

 現在までに「阿賀 IC～高屋 JCT・IC（L=32.8km）」間を開通（暫定 2車線）している。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
引き続き阿賀 IC の立体化を目指し事業を推進する。 

 施設の構造や工法の変更等 
今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由 
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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[
事

業
期

間
の

延
長

が
１

０
％

※
以

内
]

前
回

事
業

展
開

　
H
5
年

度
～

H
3
4
年

度
　
3
0
年

　
→

　
今

回
事

業
展

開
　
H
5
年

度
～

Ｈ
3
4
年

度
　
3
0
年

変
化

率
　
0
.0

％

（
イ

）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
が

効
率

的
で

な
い

と
判

断
で

き
る

場
合

・
事

業
規

模
に

比
し

て
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

が
大

き
い

判
断

根
拠

[
直

近
３

カ
年

の
事

業
費

の
平

均
に

対
す

る
分

析
費

用
１

％
以

上
]

ま
た

は
、
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
ケ

ー
ス

値
が

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

直
近

３
箇

年
の

事
業

費
の

平
均

に
対

す
る

分
析

費
用

　
0
.0

9
％

＜
基

準
値

（
1
.0

%
）

前
回

評
価

時
の

感
度

分
析

下
位

ケ
ー

ス
　
1
.7

≧
基

準
値

（
1
.0

）

【
参
考

】
費
用
対
効
果
分
析
実
施
判
定
票
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一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

３
．
今

後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

①
事
業
の
必
要
性
の
視
点

1
）
事

業
を

巡
る

社
会

情
勢

等
の

変
化

◇
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

が
な

い
。

2
）
事

業
の

効
果

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
=
1
.8

（
事

業
全

体
）
6
.1

（
残

事
業

）
←

H
2
5
事

業
再

評
価

結
果

◇
道

路
の

役
割

①
環

境
へ

の
影

響
を

考
慮

し
た

効
果

［
約

1
0
.5

千
㌧

/
年

の
C

O
2
削

減
］
［
3
,8

0
0
.0

千
㌧

/
年

→
3
,7

8
9
.5

千
㌧

/
年

］
【
＋

8
億

円
】
※

東
広

島
・
呉

道
路

整
備

に
伴

う
速

度
向

上
に

よ
る

地
球

環
境

（
C

O
2
）
の

改
善

効
果

を
算

定
②

物
流

効
率

化
の

確
保

［
例

）
東

広
島

市
役

所
～

呉
港

ま
で

の
所

要
時

間
短

縮
約

3
2
分

［
9
1
分

→
5
9
分

］
、

阿
賀

マ
リ

ノ
ポ

リ
ス

地
区

埋
立

地
～

山
陽

自
動

車
道

ま
で

の
所

要
時

間
短

縮
約

4
5
分

［
8
1

分
→

3
6
分

］
］

③
円

滑
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

［
例

）
呉

駅
～

広
島

空
港

ま
で

の
所

要
時

間
短

縮
約

4
9
分

］
［
1
1
2
分

→
6
3
分

］
④

高
次

医
療

施
設

へ
の

救
急

搬
送

［
例

）
東

広
島

市
役

所
～

呉
医

療
セ

ン
タ

ー
ま

で
の

所
要

時
間

短
縮

約
9
分

］
［
4
4
分

→
3
5
分

］

3
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事
業
の
進
捗
見
込
み

◇
引

き
続

き
阿

賀
IC

の
立

体
化

を
目

指
し

事
業

を
推

進
す

る
。

③
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
の
可

能
性

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
以

上
の

状
況

を
勘

案
す

れ
ば

、
事

業
の

必
要

性
、

重
要

性
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

今
後

と
も

事
業

継
続

が
妥

当
。

◇
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

更
な

る
コ

ス
ト

縮
減

に
努

力
し

つ
つ

、
効

率
的

で
効

果
的

に
事

業
を

継
続

す
る

。

◇
平

成
2
8
年

度
末

で
事

業
全

体
の

進
捗

率
は

8
3
％

の
見

込
み

で
あ

る
。

◇
現

在
ま

で
に

、
「
阿

賀
IC

～
高

屋
J
C

T
・
IC

 （
L
=
3
2
.8

km
）
」
間

を
開

通
（
暫

定
2
車

線
）
し

て
い

る
。

※
【

】
は
、
供
用
後
5
0
年
間
の
便
益
額
と
し
て
試
算
し
た
値
（
参
考
値
）

１
．
再
評
価
の
視
点

２
．
県
へ
の
意
見
照
会
結
果

広
島

県
知

事
の

意
見

：
継

続
と

す
る

対
応

方
針

に
つ

い
て

は
妥

当
で

あ
る

。

一
般

国
道

37
5号

東
広

島
・
呉

道
路

は
、

平
成

２
７

年
３

月
に

暫
定

２
車

線
に

て
全

線
開

通
し

、
空

港
ア

ク
セ

ス
の

改
善

や
物

流
の

効
率

化
、

沿
線

地
域

へ
の

進
出

に
よ

る
雇

用
拡

大
な

ど
、

多
く
の

整
備

効
果

が
現

れ
て

い
る

も
の

の
、

阿
賀

ＩＣ
出

入
口

付
近

の
先

小
倉

交
差

点
で

は
流

入
す

る
交

通
量

が
集

中
し

、
交

通
渋

滞
が

拡
大

し
て

お
り

、
本

線
の

整
備

効
果

を
最

大
限

に
発

揮
さ

せ
る

た
め

、
阿

賀
ＩＣ

の
立

体
交

差
化

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

引
き

続
き

コ
ス

ト
の

縮
減

に
努

め
な

が
ら

、
早

期
完

成
に

向
け

、
確

実
に

整
備

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

◇
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

コ
ス

ト
縮

減
に

努
力

し
つ

つ
、

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。
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一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

・
一

般
国

道
３
７
５
号

は
、
広

島
県

呉
市

か
ら
島

根
県

大
田

市
ま
で
を
結

ぶ
延

長
約

１
9
1
ｋ
ｍ
の
幹

線
道

路
で
あ
る
。

・
東

広
島

･
呉

道
路

は
、
広

島
県

南
部

の
中

央
に
位

置
し
、
呉

市
阿

賀
中

央
５
丁

目
と
東

広
島

市
高

屋
町

溝
口

を
結

ぶ
延

長
３
２
．
８
ｋ
ｍ
の

高
規

格
幹

線
道

路
で
あ
る
。

＜
拡
大
図
＞

凡
例

高
規
格
幹

線
道
路

有
料
道
路

直
轄
国
道

補
助
国
道

（
供

用
済

）

（
供

用
済

）

（
事

業
中

）

１
．
事

業
概
要

（
1）

位
置
図

く
れ

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

た
か

や

く
れ

か
み

み
な

が

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま

し
も

み
な

が
ふ

く
も

と

う
ま

き

く
ろ

せ

お
お

た
だ

ご
う

は
ら

あ
が

さ
い

じ
ょ

う
し

わ

ひ
ろ

し
ま

ひ
が

し

ひ
ろ

し
ま

く
れ

ひ
ろ

し
ま

し
ま

ね
お

お
だ

く
れ

あ
が

ち
ゅ

う
お

う
ひ

が
し

ひ
ろ

し
ま

た
か

や
ち

ょ
う

み
ぞ

ぐ
ち

－ 7 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

桑
畑

工
業

団
地

入
口

休
山
ト
ン
ネ
ル
東

口

休
山
ト
ン
ネ
ル
西
口

円
城

寺
入

口

道
照

暫
定

供
用

区
間

L
=
8
.8

km

（
H
27
.
3.
1
5暫

定
供

用
）

至
山

口

至
岡

山

え
ん
じ
ょ
う
じ
い
り
ぐ
ち

ど
う
し
ょ
う

く
わ
ば
た
こ
う
ぎ
ょ
う
だ
ん
ち
い
り
ぐ
ち

や
す
み
や
ま

や
す
み
や
ま

東
広

島
市

呉
市

先
小
倉

さ
き
お
ぐ
ら

１
．
事

業
概
要

（
2）

事
業
目
的
と
計
画
概

要
・
経
緯

・
目

的
は
、
交

通
混

雑
の
緩

和
、
交

通
安

全
の
確

保
を
行

い
、
都

市
間

の
連

携
・
交

流
の
拡

大
、
広

域
交

通
拠

点
と
の
連

絡
強

化
。

〈
橋
梁
区
間
〉

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
た

か
や

ち
ょ

う
み

ぞ
ぐ

ち

く
れ

あ
が

ち
ゅ

う
お

う
〈

土
工

区
間

〉

〈
ト

ン
ネ

ル
区

間
〉

標
準
断
面
図

計
画
概
要

起
終

点
起
点
：
呉
市
阿
賀
中
央
５
丁
目

終
点
：
東
広
島
市
高
屋
町
溝
口

計
画

延
長

L
=
3
2
.8
km

道
路

規
格

第
１
種
第
３
級

設
計

速
度

8
0
km

/
h

車
線

数
４
車
線

都
市

計
画

決
定

平
成
2
年
1
1
月
1
9
日

都
市

計
画

変
更

平
成
2
7
年
2
月
2
9
日

事
業

着
手

平
成
5
年
度

用
地

着
手

年
度

平
成
5
年
度

工
事

着
手

年
度

平
成
7
年
度

全
体

事
業

費
約
1
,9
2
5
億
円

く
れ

あ
が

ち
ゅ

う
お

う

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
た

か
や

ち
ょ

う
み

ぞ
く
ち

主
要
渋
滞
箇
所
（

H
25

.1
時

点
）

－ 8 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

１
．
事

業
概
要

（
3）

事
業
の
進
捗
状
況

•
平

成
2
6
年

度
末

に
全

線
暫

定
供

用
し
、
時

間
短

縮
、
渋

滞
緩

和
、
事

故
の
減

少
等

の
効

果
が
確

認
さ
れ
た
。

•
開

通
後

に
残

る
課

題
解

消
に
向

け
、
阿

賀
ＩＣ

の
立

体
化

の
設

計
を
推

進
し
て
い
る
。

事
業

全
体

の
進

捗
状

況 写
真
①

H
2
7
年

3
月

撮
影

阿
賀

IC
か

ら
国

道
1
8
5
号

方
面

(先
小

倉
交

差
点

)
を

望
む

写
真

②
H

2
7
年

3
月

撮
影

大
多

田
IC

(仮
称

)付
近

か
ら

黒
瀬

IC
方

面
を

望
む

写
真
③

H
2
8
年

2
月

撮
影

黒
瀬

IC
付

近
か

ら
馬

木
IC

方
面

を
望

む

黒
瀬

IC

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く
れ

東
広
島
・
呉
道
路

用
地

1
0
0
％

工
事

8
0
％

全
体

8
3
％

※
完

成
事

業
費

に
対

す
る

割
合

●
事

業
全

体
の

進
捗

状
況

（
平

成
2
8
年

度
末

見
込

）

あ
が

あ
が

さ
き

お
ぐ

ら
お

お
た

だ
く

ろ
せ

く
ろ
せ

う
ま
き

暫
定

供
用

区
間

L
=
8
.8

km

（
H
2
7
.
3
.
1
5
暫
定
供
用
）

至
岡

山

至
山

口

写
真

②

写
真

③

－ 9 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

竹
原

市

東
広

島
市

呉
市

H
2
4
.4
開

通

延
長

1
2
.3
km

H
1
9
.1
1
開
通

延
長

7
.3
km

H
2
2
.3
開

通

延
長

4
.4
km

東
広
島
・
呉
道
路

延
長
3
2
.8
km

郷
原
IC

黒
瀬
IC

馬
木
IC

下
三
永
福
本
IC

上
三
永
IC

高
屋

JC
T
･I
C

H
2
7
.3
開

通

延
長

8
.8
km

く れ あ が ち ゅ う お う

呉 市 阿 賀 中 央 5 丁 目

ひ が し ひ ろ し ま た か や ち ょ う み ぞ ぐ ち

東 広 島 市 高 屋 町 溝 口

熊
野
町

上
黒

瀬
交

差
点

解
消

阿
賀
IC

1
,6
7
0
m

解
消

か
み

く
ろ

せ

大
多
田
IC
(仮

称
)

あ
が

く
ろ

せ

う
ま

き

ご
う

は
ら

か
み

み
な

が

し
も

み
な

が
ふ

く
も

と

た
か

や

お
お

た
だ

先
小
倉

桑
畑
工
業
団
地
入
口

休
山
ト
ン
ネ
ル
東
口

休
山
ト
ン
ネ
ル
西
口

道
照

交
通

量
1
6
,4

0
0
台

/
日

交
通

量
1
2
,3

0
0
台

/
日

交
通

量
1
3
,4

0
0
台

/
日

交
通

量
1
4
,4

0
0
台

/
日

交
通

量
1
3
,3

0
0
台

/
日

交
通

量
1
6
,7

0
0
台

/
日

く
わ

ば
た

こ
う

ぎ
ょ

う
だ

ん
ち

い
り

ぐ
ち

や
す

み
や

ま

や
す

み
や

ま

さ
き

お
ぐ

ら

ど
う

し
ょ

う

広
交
差
点

ひ
ろ

円
城
寺
入
口

え
ん
じ
ょ
う
じ
い
り
ぐ
ち

至
岡

山

至
山

口

２
．
事

業
の
必
要
性

（
1）

全
線
開
通
後
の
効
果

・
東

広
島

・
呉

道
路

の
全

線
開

通
に
伴

い
、
並

行
す
る
国

道
3
7
5
号

上
黒

瀬
交

差
点

等
の
渋
滞
解
消
や
旅
行
速
度
が
向
上
し
事
故
の
発
生
も
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
小
倉
交
差
点
で
は
、
渋
滞
や
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
課
題
が
残
っ
て
い
る
状
況
。

渋
滞

の
解

消
・
緩

和

●
●
m

●
●
m

全
線

開
通

前
渋

滞
長

全
線

開
通

後
渋

滞
長

●
●
m

H
2
4
.4

開
通

前
渋

滞
長

※
渋

滞
長

H
2
4
.4

開
通

前
：
H

2
2
.8

.2
5
渋

滞
長

調
査

結
果

全
線

開
通

前
、

全
線

開
通

後
：

民
間

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
（
6
ヶ

月
平

均
：
全

線
開

通
前

は
H

2
4
.1

0
～

H
2
5
.3

、
開

通
後

は
H

2
7
.1

0
～

H
2
8
.3

の
平

日
ま

た
は

休
日

の
速

度
低

下
区

間
が

最
大

の
時

間
帯

）
の

旅
行

速
度

が
2
0
km

/
h
程

度
の

区
間

長

※
交

通
量

：
H

2
8
.2

.2
5
（
木

)交
通

量
調

査
結

果

主
要
渋
滞
箇
所

（
H

25
.1
時
点
）

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く
れ

か
み

く
ろ

せ

撮
影
日
：
H
2
7
.
5
.
1
4
（
木
）

至
東
広
島

至
呉

解
消

全
線

開
通
後

撮
影
日
：
H
2
4
.
1
1
.
2
5
（
火
）

至
東
広
島

至
呉

開
通

前
は

渋
滞

が
発

生全
線

開
通

前
写

真
①

写
真

①

22
1

11
17

0408012
0

16
0

20
0

24
0

死
傷

事
故

の
減

少

国
道
3
7
5
号
(
広
交
差
点
～
西
条
I
C
入
口
交
差
点
間
)

東
広
島
・
呉
道
路
（
阿
賀
I
C
～
高
屋
J
C
T
・
I
C）

※
全
線
開
通
前
は
H
1
5
～
H
1
8
(
1
月
～
1
2
月
)
の
1
年
間
平
均
、

全
線
開
通
後
は
H
2
7
.
4
～
H
2
8
.
3
の
1
年
間
の
死
傷
事
故
件
数

(件
/年

)

全
線
開
通
前

全
線
開
通
後

約
５
割
減
少

2
2
1

1
1
8

交
通

量
の
転

換
所

要
時

間
の
短

縮

【
東

広
島

・
呉

道
路

未
開

通
時

】

【
全

線
開

通
後

】

H
1
1
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
混

雑
時

旅
行

速
度

で
算

出

Ｈ
2
2
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
の

混
雑

時
旅

行
速

度
よ

り
算

出
（
東

広
島

・
呉

道
路

の
馬

木
ＩＣ

～
阿

賀
ＩＣ

間
は

7
0
km

/
h
で

算
出

）

約
9
2
分

約
4
9
分

さ ん よ う じ ど う し ゃ ど う た か や

山 陽 自 動 車 道 （ 高 屋 Ｊ Ｃ Ｔ ）

く れ
呉 市 役 所

約
４
３
分

短
縮

【
東

広
島

・
呉

道
路

未
開

通
】

【
全

線
開

通
後

】

【
死

傷
事

故
件

数
】

【
山

陽
自

動
車

道
（
高

屋
J
C

T
）
～

呉
市

役
所

間
の

移
動

時
間

】

写
真

①

1
,0
2
0
m

課
題

の
残

る
箇
所

6
4
0
m

2
,2
0
0
m

解
消

解
消

郷
原

大
橋

東
詰

交
差

点
ご

う
は

ら
お

お
は

し
ひ

が
し

づ
め

さ
き

お
ぐ

ら

20
,8
00

14
,4
00

13
,4
00

20
,8
00

27
,8
00

0

5,
00

0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

（台
/日

）

■
東
広
島
・
呉
道
路

■
国
道
37
5号

全
線
開
通
後
：
H
2
8
.
2
.
2
5
（
木
）
交
通
量
調
査
結
果

全
線
開
通
前
：
H
2
6
.
1
0
.
3
0
（
木
）
交
通
量
調
査
結
果

全
線
開
通

前
全
線
開
通
後

【
黒

瀬
IC

～
馬

木
IC

間
の

計
測

断
面

】

約
３
割

減
少

－ 10 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

現
在

の
渋

滞
の
発

生
状

況 1
,7
6
0
m

至 東 広 島

写
真
②

至
呉
市

街

至
三
原

至 阿 賀 港

7
1
0
m

休
山

ト
ン
ネ
ル

よ
り
2
,6
7
0
m

写
真
①

・
東

広
島

・
呉

道
路

の
端

部
で
あ
る
先

小
倉

交
差

点
で
は
、
本

線
と
市

道
の
合

流
箇

所
が
近

接
し
て
お
り
複

雑
な
形

状
に
よ
り
渋

滞
が
発

生
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
交

差
点

部
に
お
い
て
自

動
車

・
自

動
車

二
輪

と
自

転
車

の
事

故
が
多

発
し
て
い
る
状

況
。

・
東

広
島

か
ら
呉

市
街

方
面

の
本

線
交

通
を
立

体
構

造
と
す
る
こ
と
で
、
先

小
倉

交
差

点
の
渋

滞
や
事

故
の
緩

和
が
期

待
さ
れ
る
。

9
8

04812

9
8

２
．
事

業
の
必
要
性

（
2）

全
線
開
通
後
の
課
題

先
小

倉
交

差
点

の
事

故
の
発

生
状

況

さ
き

お
ぐ

ら
ひ

が
し

ひ
ろ

し
ま

く
れ

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く
れ

※
全
線
開
通
前
は
H2
4.

11
～
H2

5.
1
2の

1年
間
、

全
線
開
通
後
は
H
2
7
.
4
～
H
2
8
.
3
の
1
年
間
の
死
傷
事
故
件
数

(
件

/年
)

全
線

開
通
後

全
線

開
通
前

８
件
の
う
ち
５
件
が
呉
市
街
→
東
広
島
･
呉
道
路

方
面
を
走
行
す
る
車
両
と
自
転
車
に
よ
る
事
故

（
資

料
H

2
7
.7

.1
5
交

通
実

態
調

査
結

果
）

（
単

位
：
百

台
/
日

）

【
先

小
倉

交
差

点
の

交
通

流
動

】

←
黒

瀬
川

至 東 広 島

至
呉
市
街

至
三

原

先
小
倉
交
差
点
の
立
体
化

（
阿
賀
IC
橋
）

至 阿 賀 港先
小

倉
交

差
点

立
体

化
イ
メ
ー
ジ

【
写

真
②

】

先
小
倉

交
差
点

阿
賀
中
央
町
田
線

先
小

倉
交

差
点

至 東 広 島

至
呉
市
街

至
三
原

至 阿 賀 港

国 道 号

国 道 号

阿
賀
中
央

町
田
線

※
H2

7.
4～

H
28
.
3の

1年
間
の
死
傷
事
故

8
件

/年

国 道 号1
8
5

1
8
5 1
8
5

国 道 号1
8
5

国 道 号1
8
5

国 道 号1
8
5

事
故

の
分

類
等

先
小
倉
交
差
点
で
の
死
傷
事
故
率
は
、
全
国
平
均
の
約
６
倍

全
国

平
均

：
7
6
.9

件
/
億

台
㌔

（
平

成
2
6
年

）
「
交

通
事

故
総

合
分

析
セ

ン
タ

ー
よ

り
」

先
小

倉
交

差
点

：
4
9
9
.2

件
/
億

台
㌔

（
全

線
開

通
後

）

国 道 １ ８ ５ 号

至 東 広 島

至
呉

市
街

至
三
原

至 阿 賀 港

左
折
自
動
車
×
自
転
車
４
件

左
折
二
輪
車
×
自
転
車
１
件

東
広
島
・

呉
道
路

⇔
呉
市
街

方
面
の

事
故
が
多

い

国 道 １ ８ ５ 号

歩
行
者

対
自
動
車

自
転
車

対
自
動
車

自
転
車

対
自
動
二
輪
車

写
真
①

渋
滞

長

さ
き

お
ぐ

ら

※
渋

滞
長

は
、

H
2
7
.1

0
～

H
2
8
.3

の
休

平
日

の
速

度
低

下
（
旅

行
速

度
が

2
0
km

/
h
程

度
の

区
間

長

阿
賀
中
央

町
田

線

本
線

と
市

道
が

合
流

－ 11 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

Ｎ
三
徳
化
学
工
業
(
株
)

H
2
7
.
7
 
操
業
開
始

(
株
)
堀
田
木
工
所

H
2
7
.
1
2
 
操
業
開
始

ベ
バ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
(
株
)

H
2
8
.
1
 
拡
張

荻
野
工
業
(
株
)

H
2
7
.
1
2
 
拡
張

(
株
)
ヒ
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

H
2
7
.
7
 
拡
張

呉
運
輸
機
工
(
株
)

H
2
7
.
9
 
操
業
開
始

開
通
以
降
(
H
2
7
.
3
.
1
5
～
)
の
工
業
団
地
へ
の
立
地
等
の
状
況

：
新
た
な
企
業
進
出
が
あ
る
工
業
団
地

･
･
･
５
箇
所

：
拡
張
し
た
企
業
が
あ
る
工
業
団
地

･
･
･
３
箇
所

：
既
存
の
工
業
団
地

･
･
･
８
箇
所

大
多

田
IC

(仮
称

)

馬
木

IC

(
株
)
C
X
R

H
2
8
.
4
 
操
業
開
始

(
株
)
ロ
ジ
コ
ム

H
2
8
.
2
 
操
業
開
始

3
6

15

22

30
30

35

40
42

44
44

50

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

（
件

）

（
年

）

H
24
.
4.
1黒

瀬
IC
～

阿
賀
IC
間

暫
定
開
通

H
22
.
3.
1
4高

屋
JC
T･

IC
～
上
三
永
IC
間
暫
定
開
通

H
19
.
11
.
3上

三
永
IC
～
馬
木

IC
間
暫
定
開
通

H
27
.
3.
1
5馬

木
IC
～
黒

瀬
IC
間
開
通

•
東

広
島

・
呉

道
路

沿
線

の
工

業
団

地
で

は
ア

ク
セ

ス
性

が
向

上
し

た
こ

と
に

よ
る

企
業

進
出

や
拡

張
な

ど
が

図
ら

れ
て

い
る

。

•
自

動
車

部
品

製
造

企
業

（
サ

ン
ル

ー
フ

：
世

界
シ

ェ
ア

N
O
.1
）

や
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
部

品
等

を
製

造
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

企
業

な
ど

が
進

出
し

、
東

広
島

・
呉

道
路

を
利

用
し

て
い

る
。

２
．
事

業
の
必
要
性

（
2）

道
路
整
備
に
よ
る
効

果

（
Ｈ
2
8
.
2
 
株
式
会
社
C
X
R
 
(
Ｈ

2
8
.
4
操
業
開
始
)

ヒ
ア
リ
ン
グ
）

全
国

か
ら
従

業
員

を
参

集
す
る
上

で
、
広

島
空

港
、
山

陽
自

動
車

道
河

内
IC
へ
の
利

便
性

が
良
い
こ
と
、
東

広
島

・
呉

道
路

の
開

通
に
よ
り
、
呉

市
の
本

社
か
ら
竹
原

工
業

団
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良

く
な
っ
た
こ
と
、
土

地
代

が
安

い
こ
と
な
ど
が
当

地
へ
設

置
し
た
理

由
で
す
。

沿
線
工
業
団
地
に
お
け
る
新
規
立
地
企
業
数
及
び

拡
張
企
業
数
の
推
移

※
東

広
島

市
提

供
資

料
、

呉
市

提
供

資
料

よ
り

＋
７
件
の

企
業
立
地＋

５
件
の

企
業
立
地

＋
２
件
の

企
業
立
地

＋
６
件
の

企
業
立
地

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く
れ

開
通
以
降
（
H
2
7
.3
.1
5
～
）
の
東
広
島
・
呉
道
路
沿
線
の

工
業
団
地
へ
の
新
た
な
進
出
・
工
場
拡
張
の
状
況

ひ
が

し
ひ

ろ
し

ま
く
れ

至
岡

山

呉
市

東
広

島
市

竹
原
市

広
島
市

サ
ン
ル
ー
フ
等
の
製
造

ロ
ケ
ッ
ト
部
品
等
の
製
造

－ 12 －



一
般
国
道
３
７
５
号

東
広
島
・
呉
道
路

２
．
事

業
の
必
要
性

（
2）

道
路
整
備
に
よ
る
効

果

•
自

動
車

部
品

製
造

企
業

（
サ

ン
ル

ー
フ

：
世

界
シ

ェ
ア

N
O
.1
）

は
、

開
通

後
に

工
場

を
拡

張
し

、
新

た
な

雇
用

創
出

。

•
ま

た
、

そ
の

製
品

輸
送

の
一

部
を

担
う

物
流

企
業

は
、

広
島

市
内

方
面

や
東

広
島

、
岡

山
方

面
へ

配
送

し
て

い
る

。

•
東

広
島

・
呉

道
路

沿
線

に
物

流
セ

ン
タ

ー
を

増
設

す
る

こ
と

で
、

東
方

面
の

物
流

効
率

化
を

図
り

売
上

げ
が

２
割

伸
び

て
い

る
。

Ｎ
東
広
島

・
呉
道
路
活
用
し
た
物
流
の
効
率
化

広
島
空
港

ロ
ジ
コ
ム

熊
野

物
流

セ
ン
タ
ー

東
方
面
へ

馬
木

IC

大
多

田
IC

(仮
称

)

開
通

後

開
通

前

凡
例

ロ
ジ

コ
ム

が
受

け
も

つ
世

界
ト

ッ
プ

企
業

の
東

方
面

へ
の

配
送

先

ロ
ジ
コ
ム
熊

野
物

流
セ
ン
タ
ー

※
ベ

バ
ス

ト
ジ

ャ
パ

ン
㈱

～
高

屋
Ｊ

Ｃ
Ｔ

ま
で

の
距

離

開
通

前
：
約

６
４
k
m

開
通

後
：
約

４
６
k
m

約
１
８
k
m

（
２
５
分
）

短
縮

広
島

東
部

45
%

岡
山

45
%

近
畿

以
東

10
% 月

平
均

約
1
5
0
台

東
広

島
市

内

東
広
島
・呉

道
路
を

約
1
5
0
台
/
月
利
用

東
広
島
・呉

道
路
を

約
1
5
0
台
/
月
利
用

ロ
ジ
コ
ム

広
島
営
業
所

増
設

※
１

広
島

営
業

所
お

よ
び

広
島

市
近

郊
の

物
流

セ
ン

タ
ー

の
合

計
※

２
広

島
営

業
所

、
熊

野
物

流
セ

ン
タ

ー
お

よ
び

広
島

市
近

郊
の

物
流

セ
ン

タ
ー

の
合

計

【
自
動
車
部
品
製
造
企
業
の

拡
張
に
伴
う
人
材
の
増
強
】

【
物
流
企
業
の
売
上
げ
の

推
移
】

3
6
0

4
4
0

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

平
成

2
6
年

度
末

平
成

2
9
年

度
末

Ｈ
2
6
年

度
末

Ｈ
2
9
年

度
末

(人
)

012345

1
2

全
線

開
通

後
※

２

H
2
8
.3

全
線

開
通

前
※

１

H
2
6
.3

(
億
円
)

（
ロ

ジ
コ

ム
熊

野
物

流
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

開
設

後
）

※
2
0
1
5
.1

日
刊

工
業

新
聞

よ
り

ベ
バ

ス
ト

ジ
ャ

パ
ン

㈱

約
２
割
（
8
0
人
）

増
加

約
２
割

（
0
.7
億

円
）

増
加

（
Ｈ
2
8
.
6
 
株
式
会
社
ロ
ジ
コ
ム
)
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一般国道３７５号 東広島・呉道路

〔広島県への意見照会と回答〕
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